
　
２
０
２
６
年

度
国
家
予
算
で

は
軍
事
費
が
９

兆
円
超
。自
民
・

公
明
・
維
新
が

２
０
２
５
年
12
月
に
三
党

合
意
で
決
め
た
「
国
家
予

算
の
中
か
ら
国
民
の
た
め

に
使
う
医
療
費
４
兆
円
削

減
」
分
が
そ
の
ま
ま
軍
事

費
に
ま
わ
さ
れ
る
計
算
で

す
。
さ
ら
に
軍
事
費
増
額

の
た
め
に
所
得
税
増
税
も

行
わ
れ
る
計
画
で
す
▼
軍

事
費
増
の
中
身
は
、
他
国

に
撃
ち
込
む
長
射
程
ミ
サ

イ
ル
、
次
期
戦
闘
機
の
開

発
な
ど
「
敵
基
地
攻
撃
能

力
」
の
保
有
で
す
。
政
府

が
原
則
と
し
て
き
た
「
専

守
防
衛
」
を
投
げ
捨
て

「
他
国
を
攻
撃
す
る
国
」

へ
進
ん
で
い
く
内
容
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
米
国
と
の
安

保
条
約
に
基
づ
く
軍
事
共

同
を
前
提
と
し
た
『
憲
法

違
反
の
戦
争
法
』
の
下
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
米

国
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
へ
の
軍

事
侵
攻
な
ど
、
国
際
法
を

無
視
し
た
行
動
に
出
て
い

ま
す
▼
世
界
各
地
で
起
き

て
い
る
戦
争
の
犠
牲
者
は

一
般
市
民
で
す
。
軍
事
優

先
の
政
治
は
自
国
の
国
民

へ
の
抑
圧
と
一
体
で
す
。

平
和
な
社
会
の
実
現
は
世

界
共
通
の
願
い
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
憲
法
９
条
を

守
り
抜
き
、
世
界
に
拡
げ

る
時
代
が
今
だ
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
　
　
　（
菅
）

フレイルのセルフチェック

健康友の会
　健友会の各診療所には、健康友の
会があります。体操やウォーキングな
どの健康づくり、茶話会や麻雀などの
仲間づくりも行っています。フレイル
予防にぴったりの活動です。入会金は
500円です。ご入会の詳細は各友の会
へおたずねください。

　
人
は
あ
る
日
突
然
、
要
介

護
状
態
に
な
る
の
で
は
な

く
、
身
体
や
認
知
の
機
能
が

徐
々
に
低
下
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。加
齢
に
伴
い
、

筋
力
や
心
身
の
活
力
が
低
下

し
、
介
護
が
必
要
に
な
る
手

前
の
「
健
康
な
状
態
と
要
介

護
状
態
の
中
間
」
で
す
。
こ

う
し
た
過
程
の
段
階
を
フ
レ

イ
ル
と
呼
び
ま
す
。

　
超
高
齢
社
会
を
背
景
に
、

フ
レ
イ
ル
対
策
は
「
健
康
寿

命
」
を
延
ば
す
た
め
の
最
重

要
課
題
の
一
つ
で
す
。
フ
レ

イ
ル
の
特
徴
は
、
食
事
や
運

動
、
社
会
参
加
に
よ
っ
て
、

再
び
元
の
健
康
な
状
態
に
戻

る
「
可
逆
性
」
で
す
。
フ
レ

イ
ル
は
単
な
る
筋
力
の
衰
え

だ
け
で
な
く
、
次
の
３
つ
の

要
素
が
連
鎖
（
フ
レ
イ
ル
・

ド
ミ
ノ
）
す
る
こ
と
で
進
行

し
ま
す
。

身
体
的
フ
レ
イ
ル

　
筋
肉
量
が
減
少
す
る
「
サ

ル
コ
ペ
ニ
ア
」や
、
運
動
器

（※

）
の
障
害
「
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
が
含
ま

れ
ま
す
。
歩
行
速
度
の
低
下

や
転
倒
リ
ス
ク
の
増
大
を
招

き
ま
す
。

精
神
・
心
理
的
フ
レ
イ
ル

　
定
年
退
職
や
身
近
な
人
と

の
別
離
な
ど
を
き
っ
か
け
と

し
た
意
欲
の
低
下
、
軽
度
の

認
知
機
能
障
害
、
う
つ
状
態

な
ど
を
指
し
ま
す
。

社
会
的
フ
レ
イ
ル

　
独
居
、
経
済
的
困
窮
、
外

出
頻
度
の
減
少
な
ど
、
社
会

と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
な
状

態
で
す
。

　
実
は
、
社
会
的
フ
レ
イ
ル

が
フ
レ
イ
ル
の
入
り
口
に
な

る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

※

身
体
運
動
に
関
わ
る
骨
、筋
肉
、

関
節
、
神
経
な
ど
の
総
称

　
フ
レ
イ
ル
は
自
覚
症
状
が

乏
し
く
、
早
期
発
見
が
カ
ギ

で
す
。
簡
易
基
準
の
３
項
目

以
上
に
該
当
す
る
と
フ
レ
イ

ル
、
１
〜
２
項
目
は
前
段
階

（
プ
レ
フ
レ
イ
ル
）
と
み
な

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で

は
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

（
口
の
衰
え
）」
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
滑
舌
が
悪
く
な

る
、
食
べ
こ
ぼ
す
、
固
い
も

の
が
噛
め
な
い
と
い
っ
た
些

細
な
衰
え
が
、
全
身
の
フ
レ

イ
ル
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
は
、「
老
い
だ

か
ら
仕
方
な
い
」
と
諦
め
る

状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多

く
の
自
治
体
で
「
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
」
や
体
操
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
自

身
の
状
態
を
数
値
で
確
認
し

た
り
、
運
動
で
き
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。

　「
最
近
外
に
出
る
の
が
億

劫
に
な
っ
た
」「
食
が
細
く

な
っ
た
」
と
感
じ
た
ら
、
そ

れ
は
体
が
発
し
て
い
る
サ
イ

ン
で
す
。
ま
ず
は
、
１
日
１

回
の
外
出
な
ど
、
小
さ
な
生

活
習
慣
の
改
善
か
ら
始
め
て

み
て
く
だ
さ
い
。
早
め
の
対

策
が
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ら

し
く
動
け
る
未
来
を
作
り
ま

す
。

　
フ
レ
イ
ル
を
予
防
・
改
善

す
る
た
め
に
は
、
３
つ
の
項

目
が
効
果
的
で
す
。

①
栄
養（
食
事
と
口
腔
ケ
ア
）

　
筋
肉
を
作
る
た
め
に
１
日

３
食
、
タ
ン
パ
ク
質
（
肉
、

魚
、
卵
、
大
豆
製
品
）
を
し
っ

か
り
摂
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
噛
む
力
を
維
持

す
る
た
め
に
定
期
的
な
歯
科

検
診
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

②
運
動

　
激
し
い
運
動
で
は
な
く
、

日
常
生
活
の
中
で
の
活
動
量

を
増
や
す
こ
と
が
第
一
歩
で

す
。
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
片
足
立

ち
な
ど
の
筋
ト
レ
を
取
り
入

れ
る
と
、
筋
肉
維
持
に
効
果

的
で
す
。

③
社
会
参
加

　
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
就
労
な

ど
、
外
に
出
て
他
者
と
交
流

す
る
こ
と
が
、
精
神
的
・
身

体
的
な
活
力
を
生
む
最
大
の

防
御
策
と
な
り
ま
す
。

自
宅
で
簡
単
フ
レ
イ
ル
予
防
の
体
操

健康要介護 プレ
フレイルフレイル

体重減少
６か月で２kg以上の意図しない体重減少

筋力低下
握力が男性28kg未満、女性18kg未満

疲労感　
ここ2週間、わけもなく疲れた感じが
する

歩行速度
横断歩道を青信号のうちに渡りきれ
ない（秒速1.0m未満）

身体活動
軽い運動・体操や、定期的な運動を
週に１回もしていない

立
ち
座
り
ス
ク
ワ
ッ
ト

椅
子
に
座
っ
た
状
態
か
ら

お
辞
儀
を
す
る
よ
う
に

立
ち
上
が
る

● 

１
セ
ッ
ト
　
10
秒
数
え
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
５
〜
10
回

片足立ち つま先立ち
イスにつかまり、
つま先立ちをする
●１セット
10～20回

目安は
１日３セット
ずつです

いつまでも自分らしく動けるためにいつまでも自分らしく動けるためにいつまでも自分らしく動けるために

ゆっくり
行うのが
ポイント

　「
フ
レ
イ
ル
」
を
ご
存
知
で
す
か
？

　
日
本
老
年
医
学
会
が
２
０
１
４
年
に
提
唱
し
た

言
葉
で
、英
語
の「Frailty

（
虚
弱
）」が
語
源
で
す
。

理
学
療
法
士
の
島
田
真
充
さ
ん
が
フ
レ
イ
ル
と
予

防
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

参加しませんか？参加しませんか？参加しませんか？

フ
レ
イ
ル
の
要
素
が
連
鎖

早
期
発
見
が
カ
ギ

予
防
の
３
つ
の
柱

小
さ
な
改
善
か
ら

しまだ  まさみつ

中野共立病院リハビリテーション室科長　島田真充さんフレイルのチェックと予防
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テ
ー
ブ
ル
や
イ
ス
に
手
を
置
き
、

支
え
な
が
ら
片
足
を
上
げ
る

足
は
上
が
っ
て
い
れ
ば
Ｏ
Ｋ



の
塚
本
事
務
長
か
ら
医
療
機
関
の
経
営

の
お
話
を
聞
い
た
後
、「
も
ろ
び
と
こ

ぞ
り
て
」
な
ど
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
冬
の

歌
を
た
く
さ
ん
歌
い
ま
し
た
。
ケ
ー
キ

と
お
し
ゃ
べ
り
で
大
満
足
な
会
に
な
り

ま
し
た
。                         

（
遊
佐
）

ミ
カ
ン
か
ら
フ
キ
ノ
ト
ウ
へ

え
こ
・
ぬ
ま
健
康
友
の
会

　診
療
所
跡
地
の
ミ
カ
ン
が
た
わ
わ
に

実
り
ま
し
た
。
甘
か
っ
た
で
す
。
新
年

に
鳥
が
食
べ
て
し
ま
っ
た
の
か
な
。
も

う
少
し
で
フ
キ
ノ
ト
ウ
や
菜
の
花
が
咲

き
ま
す
。
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
天
婦
羅
は
美

味
し
い
と
役
員
さ
ん
。
　
　
　（
粉
川
）

ビ
ー
ズ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

西
荻
健
康
友
の
会

　
毎
年
12
月
に
な
る
と
、
診
療
所
の
受

付
に
ビ
ー
ズ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

飾
り
ま
す
。職
員
家
族
の
手
作
り
で
す
。

キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
て
か
わ
い
い
と
、
外

来
の
患
者
さ
ん
や
リ
ハ
ビ
リ
の
利
用
者

さ
ん
に
と
て
も
好
評
で
す
。    

（
小
西
）

少
し
遅
め
の
新
年
会

か
わ
し
ま
健
康
友
の
会

　
１
月
21
日
に
新
春
企
画
と
し
て
「
お

し
ゃ
べ
り
会
」
を
開
催
。
世
話
人
さ
ん

を
中
心
に
話
題
は
「
友
の
会
バ
ス
ツ

ア
ー
に
つ
い

て
」「
渋
谷
と

中
野
の
違
い
」

な
ど
な
ど
。

ビ
ー
ル
や
お

茶
を
片
手
に

終
始
笑
い
の

絶
え
な
い
楽

し
い
午
後
に

な
り
ま
し
た
。

   

（
窪
田
）

ハ
ー
モ
ニ
カ
と
体
操

も
も
ぞ
の
健
康
友
の
会

　
５
年
ぶ
り
の
「
新
春
の
つ
ど
い
」
を

２
月
18
日
に
開
き
、
20
人
が
参
加
。
会

長
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
梶
尾
所
長
の
講

演
、「
セ
シ
オ
ン
ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ツ
」

に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
。
最
後
は

全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操
。
と
て
も
楽
し
い

時
間
で
し
た
。
　
　
　         

（
中
西
）

新
年
お
楽
し
み
会

天
沼
健
康
友
の
会

　
新
年
お
楽
し
み
会
を
１
月
15
日
、
診

療
所
で
開
催
。
職
員
の
大
出
さ
ん
と
窪

田
さ
ん
に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
と
軽
快
な

ト
ー
ク
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
歌
詞

カ
ー
ド
を
手
に
み
ん
な
で
歌
い
、
青
春

時
代
を
懐
か
し
む
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。                            

（
板
倉
）

紅
葉
と
水
の
歴
史

中
野
共
立
健
康
友
の
会

　
12
月
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
は
東
京
都
水

道
歴
史
館
か
ら
礫
川
公
園
を
経
て
小
石

川
後
楽
園
へ
。
天
気
も
よ
く
、
紅
葉
も

綺
麗
で
し
た
。
歴
史
館
で
は
水
の
歴
史

を
学
習
。
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
た
方
が

「
嬉
し
い
。
元
気
が
出
た
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。                      

（
諏
佐
）

作
品
展
に
過
去
最
多
の
出
展
者

や
ま
と
健
康
友
の
会

　
11
月
の
作
品
展
に
は
34
人
の
方
か
ら
、

過
去
最
多
の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。
毎

年
、
作
品
を
用
意
し
て
く
だ
さ
る
人
だ

け
で
な
く
、
初
め
て
の
方
、
職
員
の
ご

家
族
な
ど
参
加
者
の
幅
も
、
作
品
の
種

類
も
広
が
り
ま
し
た
。          

（
石
田
）

一
人
ぼ
っ
ち
を
な
く
そ
う

桜
山
健
康
友
の
会

　「一
人
ぼ
っ
ち
を
な
く
そ
う
」
を
合

言
葉
に
茶
話
会
を
開
催
。「
健
康
で
楽

し
く
」
が
テ
ー
マ
の
お
し
ゃ
べ
り
会
で

す
。
日
記
を

書
く
、
太
極

拳
で
体
幹
を

鍛
え
る
、
大

股
で
歩
く
な

ど
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
健

康
法
を
出
し

合
い
、
盛
り

上
が
り
ま
し

た
。 

（
杉
本
）

ク
リ
ス
マ
ス
う
た
う
会
を
開
催

桃
井
健
康
友
の
会

　
12
月
18
日
、
恒
例
の
〝
ク
リ
ス
マ
ス

会
〞
に
24
人
が
参
加
。
中
野
共
立
病
院

れ
き
せ
ん

　
健
友
会
で
働
き
始
め
て

11
年
目
に
な
り
ま
す
。
医

療
事
務
は
未
経
験
で
し
た

が
、
祖
母
が
や
ま
と
診
療

所
の
訪
問
診
療
を
受
け
て

い
た
の
で
、
法
人
に
馴
染

み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
診
療
所
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
患
者
さ
ん
が
訪
れ
ま

す
。
経
済
的
に
困
窮
し
て

い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
仕
事
や
住
ま
い
を

用
意
し
て
く
れ
る
と
い
う

知
人
を
頼
り
に
上
京
し
た

ら
、
騙
さ
れ
て
無
一
文
に

な
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に

繋
ぎ
、
生
活
保
護
を
利
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
支
援
が
必

要
な
人
と
の
フ
ァ
ー
ス
ト

コ
ン
タ
ク
ト
も
受
付
を
担

う
事
務
職
の
仕
事
で
す
。

　
看
護
師
と
連
携
し
て
慢

性
疾
患
の
患
者
さ
ん
の
生

活
サ
ポ
ー
ト
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

の
利
益
を
は
じ
め
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
考
え
な
が

ら
一
緒
に
対
応
し
て
い
ま

す
。看
護
師
も
積
極
的
で
、

や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
時

も
あ
り
、
私
自
身
の
成
長

も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

絵
と
相
撲
と
映
画
と

　
友
の
会
の
チ
ラ
シ
な
ど

の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い

ま
す
。
大
学
で
は
日
本
画

を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。

相
撲
好
き
が
高
じ
て
、
卒

業
制
作
は
力
士
の
群
像

図
。
放
駒
部
屋
に
電
話
を

す
る
と
、
親
方
が
快
諾
し

て
く
だ
さ
り
、
稽
古
場
へ

通
っ
て
デ
ッ
サ
ン
に
励
み

ま
し
た
。

　
気
分
転
換
は
映
画
鑑

賞
。
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
な

ど
の
海
外
作
品
か
ら
「
男

は
つ
ら
い
よ
」
シ
リ
ー
ズ

ま
で
、
幅
広
く
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

未
経
験
か
ら
や
り
が
い
へ

中
野
共
立
診
療
所

　医
事
課
課
長
補
佐

　領
家
直
子
さ
ん

寄
り
添
う
看
護
を
形
作
る
の

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

継
続
的
な
関
わ
り
と

リ
ス
ク
管
理

　「
気
に
な
る
患
者
さ
ん
」

を
放
置
せ
ず
、
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
軽
さ
を
活
か
し
て
ア
プ

ロ
ー
チ
を
継
続
す
る
診
療
所

の
姿
勢
は
、
地
域
医
療
の
生

命
線
で
す
。
受
診
中
断
や
体

調
不
良
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

ず
、
電
話
や
訪
問
の
「
粘
り

強
い
追
跡
」
が
、
重
症
化
の

防
止
に
繋
が
る
素
晴
ら
し
い

活
動
だ
と
感
じ
ま
し
た（
⑧
）。

　
救
急
外
来
に
よ
る
下
部
内

視
鏡
に
お
け
る
リ
ス
ク
回
避

の
取
り
組
み
か
ら
は
、
安
全

を
守
る
た
め
の
「
地
道
な
努

力
」
の
重
要
性
を
再
認
識
し

ま
し
た
（
⑤
）。
下
部
内
視

鏡
検
査
に
お
け
る
徹
底
し
た

情
報
収
集
は
、
事
故
を
防
ぐ

た
め
の
最
後
の
砦
で
す
。
一

部
署
の
努
力
に
留
め
る
の
で

は
な
く
、
今
回
の
学
び
を
法

人
全
体
で
共
有
し
、
検
査
依

頼
時
の
情
報
伝
達
を
よ
り
確

実
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と

で
、
医
療
安
全
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し

た
。

運
営
を
終
え
て―
―

「
発
見
と
共
感
」
の

バ
ト
ン
を
次
へ

　
質
疑
応
答
で
は
「
発
見
あ

り
、
共
感
あ
り
」
の
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
会
場

全
体
が
一
体
感
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
職
場
は
違
え
ど
も
、

全
職
員
が
「
そ
の
人
が
望
む

暮
ら
し
」
を
支
え
る
た
め
に

日
々
精
進
し
て
い
る
こ
と
を

肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
法
人
全
体
で

よ
り
質
の
高
い
看
護
・
介
護

を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
看
護
介
護
活
動
交
流
集
会

を
２
０
２
５
年
12
月
10
日
に

開
き
、
職
員
や
友
の
会
会
員

ら
約
70
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
健
友
会
が
毎
年
、
継
続

し
て
い
る
大
切
な
集
会
で

す
。
今
年
度
は
９
つ
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

多
職
種
連
携
と

Ｓ
Ｄ
Ｈ
の
視
点

　
Ｓ
Ｄ
Ｈ（
健
康
の
社
会
的

決
定
要
因
）
の
視
点
で
患
者

さ
ん
を
捉
え
た
発
表
（
演
題

一
覧
①
）
は
、
う
つ
病
と
悪

性
腫
瘍
が
あ
る
、
入
院
時
の

体
重
１
４
０
㎏
の
患
者
さ
ん

の
事
例
で
し
た
。
多
職
種
連

携
に
よ
る
、
受
入
れ
が
可
能

な
ベ
ッ
ド
の
手
配
、
無
料
低

額
診
療
の
対
応
、
疎
遠
だ
っ

た
ご
家
族
と
の
関
係
修
復
に

至
る
ま
で
の
ケ
ア
と
看
取
り

の
場
面
が
非
常
に
印
象
的
で

し
た
。

生
活
の
場
に

合
わ
せ
た
個
別
性 

　
在
宅
復
帰
を
見
据
え
、
入

院
中
か
ら
患
者
さ
ん
の
生
活

ス
タ
イ
ル
を
詳
細
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
た
事
例
も
発
表
さ
れ

ま
し
た（
②
）。
病
院
の
画
一

的
な
ル
ー
ル
に
当
て
は
め

ず
、「
自
宅
の
時
間
軸
」
を

優
先
し
て
イ
ン
ス
リ
ン
の
投

与
時
間
を
調
整
し
た
結
果
、

不
安
定
だ
っ
た
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
改
善
に
繋
が
り
ま

し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
生
活

に
真
摯
に
向
き
合
う
中
で
の

「
気
づ
き
」が
、
患
者
さ
ん
に

看
護
学
生
室
師
長

　中
森
千
絵

第
39
回
　看
護
介
護
活
動
交
流
集
会

命
輝
く
、そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
支
え
る
看
護・介
護

命
輝
く
、そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
支
え
る
看
護・介
護

① 無料低額診療事業利用の患者への支援～
SDHの視点から見えた振り返りと今後の課
題～（中野共立病院 2階病棟／名古屋亜紀）

② 在宅医療を受ける高齢患者に対する血糖
コントロール支援（中野共立病院 2階病棟 
Aチーム／田島こころ）

③ 多国籍の高齢男性の入院から退院までの
関わりから得た学び（中野共立病院 2階病
棟 Bチーム／山田聖子）

④ 回復期リハビリテーションの役割と認知症
の BPSDの症状に対してのケアについて

（中野共立病院 3階病棟／小川友花）
⑤ 下部内視鏡検査での前処置時観察の重要

性とリスクを知る～起こりうる医療事故を
感知できる看護を目指して～（中野共立病
院救急外来／柴木美香）

⑥ 寸劇！！「認知症花子さんシリーズ」～認
知症啓蒙活動のあゆみ～（中野共立病院
居宅介護支援事業所／窪田麻美）

⑦ 重度片麻痺患者が電動車いすを導入した
ことで生活状況が改善した症例～活動・
参加レベルへのアプローチと精神症状の
変化～（上高田訪問看護ST南中野サテライ
ト／齊藤慎）

⑧ 地域に根差した診療所の役割～患者との
関わりから必要な支援を考える～（江古田
沼袋診療所／小山由利子）

⑨ サービス介入が介難な認知症の方への介
入で学んだこと（西荻南訪問看護ステー
ション／田島秀佳）

演題（事業所／発表者）
　
健
友
会
で
は
地
域
社
会
保

障
活
動
の
一
環
と
し
て
認
知

症
の
予
防
や
理
解
の
促
進
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
連
載
で
ご
紹
介
し
た
寸

劇
「
認
知
症
の
花
子
さ
ん
シ

リ
ー
ズ
」
や
月
一
回
開
催
の

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
き
ょ
う

り
つ
」（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

も
こ
う
し
た
活
動
の
一
つ
で

す
。

　「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
き
ょ

う
り
つ
」
で
欠
か
せ
な
い
の

が
、
生
の
ギ
タ
ー
伴
奏
に
合

わ
せ
て
一
緒
に
歌
う
、
参
加

型
の
音
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
季
節
の
歌
を
必
ず
１
曲

は
入
れ
て
、
３
曲
ほ
ど
歌
い

ま
す
。
童
謡
、
唱
歌
、
歌
謡

曲
な
ど
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
て

い
ま
す
。

　
外
す
こ
と
が
で
き
な
い
選

曲
基
準
は
、
参
加
者
の
年
代

で
す
。
具
体
的
に
は
、
１
９

４
７
〜
４
９
年
に
生
ま
れ
た

「
団
塊
の
世
代
」
前
後
の
参

加
者
が
ど
の
よ
う
な
歌
と
共

に
生
き
て
き
た
か
を
チ
ー
ム

で
考
え
て
、選
ん
で
い
ま
す
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
で
公

募
し
、
広
ま
っ
た
「
青
い
空

は
」（
１
９
７
１
年
）
は
夏

の
定
番
曲
。
参
加
し
て
い
た

若
い
世
代
と
、
平
和
に
関
す

る
雑
談
が
自
然
に
派
生
し
ま

し
た
。
曲
に
よ
っ
て
は
、
歌

詞
カ
ー
ド
を
眺
め
つ
つ
、
詩

の
世
界
に
浸
っ
た
り
、
感
想

を
語
り
合
っ
た
り
、
静
か
な

時
間
を
共
有
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
　
昔
の
音
楽
や
写
真
な
ど
に

触
れ
る
と
、
子
ど
も
の
頃
や

思
い
出
が
浮
か
び
、
懐
か
し

さ
や
楽
し
さ
が
蘇
っ
て
、
穏

や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
認
知
症
の
予
防
や
リ
ハ

ビ
リ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る

「
回
想
法
」
と
い
う
心
理
療

法
で
す
。
脳
が
活
性
化
し
、

情
緒
が
安
定
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
仲
間
と
共
に
思
い
出
す

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
深
ま
り
、
孤
独
感
も
和
ら

ぎ
ま
す
。

　
メ
ロ
デ
ィ
や
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
身
体
を
動
か
す
こ
と

も
大
切
で
す
。
複
数
の
脳
の

機
能
を
使
い
、
刺
激
を
与
え

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　
こ
う
し
た
音
楽
活
動
は
、

友
の
会
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

も
出
張
し
て
い
ま

す
。
昨
年
の
ク
リ

ス
マ
ス
に
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
で
演
奏
し
た
と

こ
ろ
、
元
プ
ロ
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

利
用
者
さ
ん
も
キ

ー
ボ
ー
ド
を
弾
き

な
が
ら
英
語
で
歌

い
ま
し
た
。
認
知

症
の
当
事
者
で
普

段
は
介
護
が
必
要

な
方
で
す
。
颯
爽

と
演
奏
す
る
姿
に

ご
家
族
や
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
も
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
音
楽
で

地
域
に
人
の
輪
を
広
げ
て
い

く
第
一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。

ギ
タ
リ
ス
ト
と
シ
ン
ガ
ー
が

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
音
楽
と
人
の

輪
に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

中
野
共
立
病
院

　居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　窪
田
麻
美

歌
う
こ
と
で
参
加

歌
う
こ
と
で
参
加

選
曲
の
ポ
イ
ン
ト
は…

選
曲
の
ポ
イ
ン
ト
は…

音
楽
で
人
の
輪
を

音
楽
で
人
の
輪
を

回
想
と
身
体

回
想
と
身
体

な
ぜ
、オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
歌
う
の
か

な
ぜ
、オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
歌
う
の
か

な
ぜ
、オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
歌
う
の
か

な
ぜ
、オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
歌
う
の
か

連
載  

７

認
知
症
多
職
種
チ
ー
ム

認
知
症
多
職
種
チ
ー
ム

演題一覧演題一覧

　
私
の
父
は
昭
和
11
年
、

東
京
生
ま
れ
で
す
。
近
所

に
軍
需
工
場
の
中
島
飛
行

機
武
蔵
製
作
所
が
あ
っ
た

た
め
、
父
の
母
は
畑
仕
事

中
に
Ｂ
29
の
機
銃
掃
射
に

遭
い
、
こ
め
か
み
を
撃
ち

抜
か
れ
て
命
を
落
と
し
ま

し
た
。
幼
い
父
の
妹
を
守

ろ
う
と
、
覆
い
被
さ
っ
た

の
で
す
。

　
父
は
７
人
兄
弟
の
下
か

ら
２
番
目
。
長
姉
が
学
校

に
も
行
か
ず
、
母
親
代
わ

り
と
し
て
弟
妹
の
面
倒
を

み
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
も
自
身
は
独
身
の

ま
ま
、
甥
や
姪
を
子
ど
も

や
孫
の
よ
う
に
か
わ
い
が

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

真
の
や
さ
し
さ
と
は

　
そ
の
叔
母
は
私
が
小
学

生
の
頃
に
小
腸
ク
ロ
ー
ン

病
を
発
症
し
ま
し
た
。
何

と
か
回
復
し
ま
し
た
が
、

月
１
回
の
〝
や
さ
し
い
〞

か
か
り
つ
け
医
の
診
察
後

は
い
つ
も
に
こ
に
こ
元
気

で
帰
宅
す
る
の
に
、
年
に

数
回
の
〝
偉
そ
う
で
顔
も

見
な
い
〞
専
門
医
の
診
察

後
は
表
情
が
な
く
、
体
調

も
心
も
崩
し
て
し
ま
う
の

で
す
。
病
院
へ
行
っ
た
の

に
元
気
が
な
く
な
る
こ
と

に
強
い
違
和
感
を
覚
え
、

「
医
師
に
な
る
な
ら
、
絶

対
に
や
さ
し
い
医
師
に
な

ろ
う
」
と
心
に
誓
い
ま
し

た
。

　
今
思
え
ば
、
私
の
医
師

と
し
て
の
最
初
の
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
は
、
名
前
も
顔
も

知
ら
な
い
叔
母
の
か
か
り

つ
け
医
な
の
で
す
。
真
の

や
さ
し
さ
と
は
何
か
を
模

索
し
つ
つ
も
、
大
学
卒
業

後
は
迷
わ
ず
地
域
医
療
を

選
び
、
今
に
至
り
ま
す
。

実
家
の
よ
う
な

診
療
所

　
ピ
ア
ノ
に
向
か
う
時
間

や
動
物
行
動
学
の
読
書
が

私
の
大
切
な
気
分
転
換
で

す
。
完
全
な
る
イ
ン
ド
ア

派
で
す
。

　
今
後
は
医
療
の
質
を
高

め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、「
沼

診
に
来
る
と
安
心
す
る
」

と
感
じ
て
も
ら
え
る
癒
し

の
力
を
高
め
、
い
つ
で
も

帰
っ
て
こ
ら
れ
る
実
家
の

よ
う
な
診
療
所
を
ス
タ
ッ

フ
と
共
に
つ
く
り
た
い
で

す
。

また逢う日まで
見上げてごらん夜の星を
バラが咲いた
知床旅情
想い出の渚

さとうきび畑
青い空は

一月一日
スキー
うみ
夏は来ぬ
里の秋
ジングルベル

季節のうた 歌謡曲

反戦・平和の歌

オレンジカフェきょうりつオレンジカフェきょうりつ
みんなで歌う音楽リストみんなで歌う音楽リスト

健  友 （けんゆう）2 0 2 6年３月号 第157号 （2）健  友 （けんゆう）2 0 2 6年３月号 第157号（3）

❷江古田沼袋診療所
高崎 良子 所長

ウチの所長さん



の
塚
本
事
務
長
か
ら
医
療
機
関
の
経
営

の
お
話
を
聞
い
た
後
、「
も
ろ
び
と
こ

ぞ
り
て
」
な
ど
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
冬
の

歌
を
た
く
さ
ん
歌
い
ま
し
た
。
ケ
ー
キ

と
お
し
ゃ
べ
り
で
大
満
足
な
会
に
な
り

ま
し
た
。                         

（
遊
佐
）

ミ
カ
ン
か
ら
フ
キ
ノ
ト
ウ
へ

え
こ
・
ぬ
ま
健
康
友
の
会

　診
療
所
跡
地
の
ミ
カ
ン
が
た
わ
わ
に

実
り
ま
し
た
。
甘
か
っ
た
で
す
。
新
年

に
鳥
が
食
べ
て
し
ま
っ
た
の
か
な
。
も

う
少
し
で
フ
キ
ノ
ト
ウ
や
菜
の
花
が
咲

き
ま
す
。
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
天
婦
羅
は
美

味
し
い
と
役
員
さ
ん
。
　
　
　（
粉
川
）

ビ
ー
ズ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

西
荻
健
康
友
の
会

　
毎
年
12
月
に
な
る
と
、
診
療
所
の
受

付
に
ビ
ー
ズ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を

飾
り
ま
す
。職
員
家
族
の
手
作
り
で
す
。

キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
て
か
わ
い
い
と
、
外

来
の
患
者
さ
ん
や
リ
ハ
ビ
リ
の
利
用
者

さ
ん
に
と
て
も
好
評
で
す
。    

（
小
西
）

少
し
遅
め
の
新
年
会

か
わ
し
ま
健
康
友
の
会

　
１
月
21
日
に
新
春
企
画
と
し
て
「
お

し
ゃ
べ
り
会
」
を
開
催
。
世
話
人
さ
ん

を
中
心
に
話
題
は
「
友
の
会
バ
ス
ツ

ア
ー
に
つ
い

て
」「
渋
谷
と

中
野
の
違
い
」

な
ど
な
ど
。

ビ
ー
ル
や
お

茶
を
片
手
に

終
始
笑
い
の

絶
え
な
い
楽

し
い
午
後
に

な
り
ま
し
た
。

   

（
窪
田
）

ハ
ー
モ
ニ
カ
と
体
操

も
も
ぞ
の
健
康
友
の
会

　
５
年
ぶ
り
の
「
新
春
の
つ
ど
い
」
を

２
月
18
日
に
開
き
、
20
人
が
参
加
。
会

長
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
梶
尾
所
長
の
講

演
、「
セ
シ
オ
ン
ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ツ
」

に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
。
最
後
は

全
員
で
ラ
ジ
オ
体
操
。
と
て
も
楽
し
い

時
間
で
し
た
。
　
　
　         

（
中
西
）

新
年
お
楽
し
み
会

天
沼
健
康
友
の
会

　
新
年
お
楽
し
み
会
を
１
月
15
日
、
診

療
所
で
開
催
。
職
員
の
大
出
さ
ん
と
窪

田
さ
ん
に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
と
軽
快
な

ト
ー
ク
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
歌
詞

カ
ー
ド
を
手
に
み
ん
な
で
歌
い
、
青
春

時
代
を
懐
か
し
む
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。                            

（
板
倉
）

紅
葉
と
水
の
歴
史

中
野
共
立
健
康
友
の
会

　
12
月
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
は
東
京
都
水

道
歴
史
館
か
ら
礫
川
公
園
を
経
て
小
石

川
後
楽
園
へ
。
天
気
も
よ
く
、
紅
葉
も

綺
麗
で
し
た
。
歴
史
館
で
は
水
の
歴
史

を
学
習
。
久
し
ぶ
り
に
参
加
し
た
方
が

「
嬉
し
い
。
元
気
が
出
た
」
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。                      

（
諏
佐
）

作
品
展
に
過
去
最
多
の
出
展
者

や
ま
と
健
康
友
の
会

　
11
月
の
作
品
展
に
は
34
人
の
方
か
ら
、

過
去
最
多
の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。
毎

年
、
作
品
を
用
意
し
て
く
だ
さ
る
人
だ

け
で
な
く
、
初
め
て
の
方
、
職
員
の
ご

家
族
な
ど
参
加
者
の
幅
も
、
作
品
の
種

類
も
広
が
り
ま
し
た
。          

（
石
田
）

一
人
ぼ
っ
ち
を
な
く
そ
う

桜
山
健
康
友
の
会

　「一
人
ぼ
っ
ち
を
な
く
そ
う
」
を
合

言
葉
に
茶
話
会
を
開
催
。「
健
康
で
楽

し
く
」
が
テ
ー
マ
の
お
し
ゃ
べ
り
会
で

す
。
日
記
を

書
く
、
太
極

拳
で
体
幹
を

鍛
え
る
、
大

股
で
歩
く
な

ど
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
健

康
法
を
出
し

合
い
、
盛
り

上
が
り
ま
し

た
。 

（
杉
本
）

ク
リ
ス
マ
ス
う
た
う
会
を
開
催

桃
井
健
康
友
の
会

　
12
月
18
日
、
恒
例
の
〝
ク
リ
ス
マ
ス

会
〞
に
24
人
が
参
加
。
中
野
共
立
病
院

れ
き
せ
ん

　
健
友
会
で
働
き
始
め
て

11
年
目
に
な
り
ま
す
。
医

療
事
務
は
未
経
験
で
し
た

が
、
祖
母
が
や
ま
と
診
療

所
の
訪
問
診
療
を
受
け
て

い
た
の
で
、
法
人
に
馴
染

み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
診
療
所
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
患
者
さ
ん
が
訪
れ
ま

す
。
経
済
的
に
困
窮
し
て

い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
仕
事
や
住
ま
い
を

用
意
し
て
く
れ
る
と
い
う

知
人
を
頼
り
に
上
京
し
た

ら
、
騙
さ
れ
て
無
一
文
に

な
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に

繋
ぎ
、
生
活
保
護
を
利
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
支
援
が
必

要
な
人
と
の
フ
ァ
ー
ス
ト

コ
ン
タ
ク
ト
も
受
付
を
担

う
事
務
職
の
仕
事
で
す
。

　
看
護
師
と
連
携
し
て
慢

性
疾
患
の
患
者
さ
ん
の
生

活
サ
ポ
ー
ト
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
患
者
さ
ん

の
利
益
を
は
じ
め
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
考
え
な
が

ら
一
緒
に
対
応
し
て
い
ま

す
。看
護
師
も
積
極
的
で
、

や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
時

も
あ
り
、
私
自
身
の
成
長

も
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

絵
と
相
撲
と
映
画
と

　
友
の
会
の
チ
ラ
シ
な
ど

の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い

ま
す
。
大
学
で
は
日
本
画

を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
。

相
撲
好
き
が
高
じ
て
、
卒

業
制
作
は
力
士
の
群
像

図
。
放
駒
部
屋
に
電
話
を

す
る
と
、
親
方
が
快
諾
し

て
く
だ
さ
り
、
稽
古
場
へ

通
っ
て
デ
ッ
サ
ン
に
励
み

ま
し
た
。

　
気
分
転
換
は
映
画
鑑

賞
。
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
な

ど
の
海
外
作
品
か
ら
「
男

は
つ
ら
い
よ
」
シ
リ
ー
ズ

ま
で
、
幅
広
く
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

未
経
験
か
ら
や
り
が
い
へ

中
野
共
立
診
療
所

　医
事
課
課
長
補
佐

　領
家
直
子
さ
ん

寄
り
添
う
看
護
を
形
作
る
の

だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

継
続
的
な
関
わ
り
と

リ
ス
ク
管
理

　「
気
に
な
る
患
者
さ
ん
」

を
放
置
せ
ず
、
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
軽
さ
を
活
か
し
て
ア
プ

ロ
ー
チ
を
継
続
す
る
診
療
所

の
姿
勢
は
、
地
域
医
療
の
生

命
線
で
す
。
受
診
中
断
や
体

調
不
良
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

ず
、
電
話
や
訪
問
の
「
粘
り

強
い
追
跡
」
が
、
重
症
化
の

防
止
に
繋
が
る
素
晴
ら
し
い

活
動
だ
と
感
じ
ま
し
た（
⑧
）。

　
救
急
外
来
に
よ
る
下
部
内

視
鏡
に
お
け
る
リ
ス
ク
回
避

の
取
り
組
み
か
ら
は
、
安
全

を
守
る
た
め
の
「
地
道
な
努

力
」
の
重
要
性
を
再
認
識
し

ま
し
た
（
⑤
）。
下
部
内
視

鏡
検
査
に
お
け
る
徹
底
し
た

情
報
収
集
は
、
事
故
を
防
ぐ

た
め
の
最
後
の
砦
で
す
。
一

部
署
の
努
力
に
留
め
る
の
で

は
な
く
、
今
回
の
学
び
を
法

人
全
体
で
共
有
し
、
検
査
依

頼
時
の
情
報
伝
達
を
よ
り
確

実
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と

で
、
医
療
安
全
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し

た
。

運
営
を
終
え
て―

―

「
発
見
と
共
感
」
の

バ
ト
ン
を
次
へ

　
質
疑
応
答
で
は
「
発
見
あ

り
、
共
感
あ
り
」
の
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
会
場

全
体
が
一
体
感
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
職
場
は
違
え
ど
も
、

全
職
員
が
「
そ
の
人
が
望
む

暮
ら
し
」
を
支
え
る
た
め
に

日
々
精
進
し
て
い
る
こ
と
を

肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
法
人
全
体
で

よ
り
質
の
高
い
看
護
・
介
護

を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
看
護
介
護
活
動
交
流
集
会

を
２
０
２
５
年
12
月
10
日
に

開
き
、
職
員
や
友
の
会
会
員

ら
約
70
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
健
友
会
が
毎
年
、
継
続

し
て
い
る
大
切
な
集
会
で

す
。
今
年
度
は
９
つ
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

多
職
種
連
携
と

Ｓ
Ｄ
Ｈ
の
視
点

　
Ｓ
Ｄ
Ｈ（
健
康
の
社
会
的

決
定
要
因
）
の
視
点
で
患
者

さ
ん
を
捉
え
た
発
表
（
演
題

一
覧
①
）
は
、
う
つ
病
と
悪

性
腫
瘍
が
あ
る
、
入
院
時
の

体
重
１
４
０
㎏
の
患
者
さ
ん

の
事
例
で
し
た
。
多
職
種
連

携
に
よ
る
、
受
入
れ
が
可
能

な
ベ
ッ
ド
の
手
配
、
無
料
低

額
診
療
の
対
応
、
疎
遠
だ
っ

た
ご
家
族
と
の
関
係
修
復
に

至
る
ま
で
の
ケ
ア
と
看
取
り

の
場
面
が
非
常
に
印
象
的
で

し
た
。

生
活
の
場
に

合
わ
せ
た
個
別
性 

　
在
宅
復
帰
を
見
据
え
、
入

院
中
か
ら
患
者
さ
ん
の
生
活

ス
タ
イ
ル
を
詳
細
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
た
事
例
も
発
表
さ
れ

ま
し
た（
②
）。
病
院
の
画
一

的
な
ル
ー
ル
に
当
て
は
め

ず
、「
自
宅
の
時
間
軸
」
を

優
先
し
て
イ
ン
ス
リ
ン
の
投

与
時
間
を
調
整
し
た
結
果
、

不
安
定
だ
っ
た
血
糖
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
改
善
に
繋
が
り
ま

し
た
。
一
人
ひ
と
り
の
生
活

に
真
摯
に
向
き
合
う
中
で
の

「
気
づ
き
」が
、
患
者
さ
ん
に

看
護
学
生
室
師
長

　中
森
千
絵

第
39
回
　看
護
介
護
活
動
交
流
集
会

命
輝
く
、そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
支
え
る
看
護・介
護

命
輝
く
、そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
支
え
る
看
護・介
護

① 無料低額診療事業利用の患者への支援～
SDHの視点から見えた振り返りと今後の課
題～（中野共立病院 2階病棟／名古屋亜紀）

② 在宅医療を受ける高齢患者に対する血糖
コントロール支援（中野共立病院 2階病棟 
Aチーム／田島こころ）

③ 多国籍の高齢男性の入院から退院までの
関わりから得た学び（中野共立病院 2階病
棟 Bチーム／山田聖子）

④ 回復期リハビリテーションの役割と認知症
の BPSDの症状に対してのケアについて

（中野共立病院 3階病棟／小川友花）
⑤ 下部内視鏡検査での前処置時観察の重要

性とリスクを知る～起こりうる医療事故を
感知できる看護を目指して～（中野共立病
院救急外来／柴木美香）

⑥ 寸劇！！「認知症花子さんシリーズ」～認
知症啓蒙活動のあゆみ～（中野共立病院
居宅介護支援事業所／窪田麻美）

⑦ 重度片麻痺患者が電動車いすを導入した
ことで生活状況が改善した症例～活動・
参加レベルへのアプローチと精神症状の
変化～（上高田訪問看護ST南中野サテライ
ト／齊藤慎）

⑧ 地域に根差した診療所の役割～患者との
関わりから必要な支援を考える～（江古田
沼袋診療所／小山由利子）

⑨ サービス介入が介難な認知症の方への介
入で学んだこと（西荻南訪問看護ステー
ション／田島秀佳）

演題（事業所／発表者）
　
健
友
会
で
は
地
域
社
会
保

障
活
動
の
一
環
と
し
て
認
知

症
の
予
防
や
理
解
の
促
進
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
連
載
で
ご
紹
介
し
た
寸

劇
「
認
知
症
の
花
子
さ
ん
シ

リ
ー
ズ
」
や
月
一
回
開
催
の

「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
き
ょ
う

り
つ
」（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

も
こ
う
し
た
活
動
の
一
つ
で

す
。

　「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
き
ょ

う
り
つ
」
で
欠
か
せ
な
い
の

が
、
生
の
ギ
タ
ー
伴
奏
に
合

わ
せ
て
一
緒
に
歌
う
、
参
加

型
の
音
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
季
節
の
歌
を
必
ず
１
曲

は
入
れ
て
、
３
曲
ほ
ど
歌
い

ま
す
。
童
謡
、
唱
歌
、
歌
謡

曲
な
ど
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
広
げ
て

い
ま
す
。

　
外
す
こ
と
が
で
き
な
い
選

曲
基
準
は
、
参
加
者
の
年
代

で
す
。
具
体
的
に
は
、
１
９

４
７
〜
４
９
年
に
生
ま
れ
た

「
団
塊
の
世
代
」
前
後
の
参

加
者
が
ど
の
よ
う
な
歌
と
共

に
生
き
て
き
た
か
を
チ
ー
ム

で
考
え
て
、選
ん
で
い
ま
す
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
で
公

募
し
、
広
ま
っ
た
「
青
い
空

は
」（
１
９
７
１
年
）
は
夏

の
定
番
曲
。
参
加
し
て
い
た

若
い
世
代
と
、
平
和
に
関
す

る
雑
談
が
自
然
に
派
生
し
ま

し
た
。
曲
に
よ
っ
て
は
、
歌

詞
カ
ー
ド
を
眺
め
つ
つ
、
詩

の
世
界
に
浸
っ
た
り
、
感
想

を
語
り
合
っ
た
り
、
静
か
な

時
間
を
共
有
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
　
昔
の
音
楽
や
写
真
な
ど
に

触
れ
る
と
、
子
ど
も
の
頃
や

思
い
出
が
浮
か
び
、
懐
か
し

さ
や
楽
し
さ
が
蘇
っ
て
、
穏

や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
認
知
症
の
予
防
や
リ
ハ

ビ
リ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る

「
回
想
法
」
と
い
う
心
理
療

法
で
す
。
脳
が
活
性
化
し
、

情
緒
が
安
定
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
仲
間
と
共
に
思
い
出
す

と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
深
ま
り
、
孤
独
感
も
和
ら

ぎ
ま
す
。

　
メ
ロ
デ
ィ
や
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
身
体
を
動
か
す
こ
と

も
大
切
で
す
。
複
数
の
脳
の

機
能
を
使
い
、
刺
激
を
与
え

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　
こ
う
し
た
音
楽
活
動
は
、

友
の
会
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に

も
出
張
し
て
い
ま

す
。
昨
年
の
ク
リ

ス
マ
ス
に
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
で
演
奏
し
た
と

こ
ろ
、
元
プ
ロ
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

利
用
者
さ
ん
も
キ

ー
ボ
ー
ド
を
弾
き

な
が
ら
英
語
で
歌

い
ま
し
た
。
認
知

症
の
当
事
者
で
普

段
は
介
護
が
必
要

な
方
で
す
。
颯
爽

と
演
奏
す
る
姿
に

ご
家
族
や
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
も
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
音
楽
で

地
域
に
人
の
輪
を
広
げ
て
い

く
第
一
歩
で
も
あ
り
ま
す
。

ギ
タ
リ
ス
ト
と
シ
ン
ガ
ー
が

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
音
楽
と
人
の

輪
に
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

中
野
共
立
病
院

　居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　窪
田
麻
美

歌
う
こ
と
で
参
加

歌
う
こ
と
で
参
加

選
曲
の
ポ
イ
ン
ト
は…

選
曲
の
ポ
イ
ン
ト
は…

音
楽
で
人
の
輪
を

音
楽
で
人
の
輪
を

回
想
と
身
体

回
想
と
身
体

な
ぜ
、オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
歌
う
の
か

な
ぜ
、オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
歌
う
の
か

な
ぜ
、オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
歌
う
の
か

な
ぜ
、オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
歌
う
の
か

連
載  

７

認
知
症
多
職
種
チ
ー
ム

認
知
症
多
職
種
チ
ー
ム

演題一覧演題一覧

　
私
の
父
は
昭
和
11
年
、

東
京
生
ま
れ
で
す
。
近
所

に
軍
需
工
場
の
中
島
飛
行

機
武
蔵
製
作
所
が
あ
っ
た

た
め
、
父
の
母
は
畑
仕
事

中
に
Ｂ
29
の
機
銃
掃
射
に

遭
い
、
こ
め
か
み
を
撃
ち

抜
か
れ
て
命
を
落
と
し
ま

し
た
。
幼
い
父
の
妹
を
守

ろ
う
と
、
覆
い
被
さ
っ
た

の
で
す
。

　
父
は
７
人
兄
弟
の
下
か

ら
２
番
目
。
長
姉
が
学
校

に
も
行
か
ず
、
母
親
代
わ

り
と
し
て
弟
妹
の
面
倒
を

み
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
も
自
身
は
独
身
の

ま
ま
、
甥
や
姪
を
子
ど
も

や
孫
の
よ
う
に
か
わ
い
が

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

真
の
や
さ
し
さ
と
は

　
そ
の
叔
母
は
私
が
小
学

生
の
頃
に
小
腸
ク
ロ
ー
ン

病
を
発
症
し
ま
し
た
。
何

と
か
回
復
し
ま
し
た
が
、

月
１
回
の
〝
や
さ
し
い
〞

か
か
り
つ
け
医
の
診
察
後

は
い
つ
も
に
こ
に
こ
元
気

で
帰
宅
す
る
の
に
、
年
に

数
回
の
〝
偉
そ
う
で
顔
も

見
な
い
〞
専
門
医
の
診
察

後
は
表
情
が
な
く
、
体
調

も
心
も
崩
し
て
し
ま
う
の

で
す
。
病
院
へ
行
っ
た
の

に
元
気
が
な
く
な
る
こ
と

に
強
い
違
和
感
を
覚
え
、

「
医
師
に
な
る
な
ら
、
絶

対
に
や
さ
し
い
医
師
に
な

ろ
う
」
と
心
に
誓
い
ま
し

た
。

　
今
思
え
ば
、
私
の
医
師

と
し
て
の
最
初
の
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
は
、
名
前
も
顔
も

知
ら
な
い
叔
母
の
か
か
り

つ
け
医
な
の
で
す
。
真
の

や
さ
し
さ
と
は
何
か
を
模

索
し
つ
つ
も
、
大
学
卒
業

後
は
迷
わ
ず
地
域
医
療
を

選
び
、
今
に
至
り
ま
す
。

実
家
の
よ
う
な

診
療
所

　
ピ
ア
ノ
に
向
か
う
時
間

や
動
物
行
動
学
の
読
書
が

私
の
大
切
な
気
分
転
換
で

す
。
完
全
な
る
イ
ン
ド
ア

派
で
す
。

　
今
後
は
医
療
の
質
を
高

め
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、「
沼

診
に
来
る
と
安
心
す
る
」

と
感
じ
て
も
ら
え
る
癒
し

の
力
を
高
め
、
い
つ
で
も

帰
っ
て
こ
ら
れ
る
実
家
の

よ
う
な
診
療
所
を
ス
タ
ッ

フ
と
共
に
つ
く
り
た
い
で

す
。

また逢う日まで
見上げてごらん夜の星を
バラが咲いた
知床旅情
想い出の渚

さとうきび畑
青い空は

一月一日
スキー
うみ
夏は来ぬ
里の秋
ジングルベル

季節のうた 歌謡曲

反戦・平和の歌

オレンジカフェきょうりつオレンジカフェきょうりつ
みんなで歌う音楽リストみんなで歌う音楽リスト
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❷江古田沼袋診療所
高崎 良子 所長

ウチの所長さん



　葬儀の情報を知りたいという声
があり、かつて「健康幸座」で講
師を務めた葬儀屋さんに依頼する
ことにしました。江古田沼袋診療
所の訪問診療を受けていた元友の
会役員さん。月１回のカラオケが楽
しみでした。大好きな曲を歌った
２日後の朝、声をかけても反応が
なく、中野共立病院に緊急電話。
すぐに医師と看護師が到着して看取
られました。葬儀屋さんが持参し
た区役所のおくやみガイドブックで
お別れはスムーズに。本当に助か
りました、とご家族。葬儀屋さん
は講座の講師の方でした。訃報が
続きました。ご冥福を祈ります。

編集部から

株式会社　東京医療問題研究所　本社事務局電話　3389-6911
〒164-0001　中野区中野5-47-10

ホームページ　http://www.toiken.co.jp

薬剤師さんをご紹介ください。
薬剤師も地域へ、在宅医療を旺盛に展開

薬 剤 師 募 集 中 !薬 剤 師 募 集 中 ! 青葉調剤薬局 中野区中野 5-47-10 3389-7110
ちひろ薬局 中野区沼袋 2-30-7 3387-3426
わかば薬局 中野区弥生町 3-27-11 3372-5664
すみれ薬局 中野区東中野 3-17-17 3362-2510
西荻みなみ薬局 杉並区西荻南 1-14-19 3335-7200
なごみ薬局 杉並区天沼 3-28-8 5347-0671

医療費のお支払いで
お困りの方はご相談ください

理学療法士（新卒） １人
作業療法士（新卒・経験者） ２人
言語聴覚士（新卒・経験者） １人

中野共立病院リハビリテーション科

様々な新しい技法や機械も取り入れリハビリの質向上
をめざし、回復期から生活期、在宅まで診れるセラピ
スト集団をめざす職場です。一緒に成長しませんか。

健友会　無料低額診療事業

経済的な理由で治療費の支払いが困難な方。
収入状況等確認・申請による審査があります。

セラピスト募集中

中野共立病院
事務長・塚本　03-3386-3166お問い合わせ

対象と
なる方

中野共立病院　03-3386-3166（代）
中野共立病院付属中野共立診療所　03-3386-7311（代）
川島診療所　医科 03-3372-4438　歯科 03-3373-2741

実施事業所

　
健
友
会
と
東
京

医
療
問
題
研
究
所

は
「
新
春
の
つ
ど

い
」
を
東
京
都
生

協
連
会
館
（
中
野

区
）
で
１
月
14
日

に
開
き
、
友
の
会

会
員
や
地
域
の
み

な
さ
ん
、
職
員
ら

77
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
以
降
、

５
年
ぶ
り
に
規
模

を
縮
小
し
て
開

催
。
職
員
や
職
場

の
紹
介
、
歌
と
演

奏
な
ど
を
交
え
、

楽
し
い
ひ
と
時
に
な
り
ま
し

た
。

　
伊
藤
浩
一
理
事
長
は
年
頭
あ

い
さ
つ
で
、
定
期
的
に
通
院
し

て
い
る
患
者
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
。
持
病
の
詳
細
な
検

査
を
勧
め
た
と
こ
ろ
、「
お
金

が
な
い
か
ら
」
と
断
ら
れ
た
た

め
、
詳
し
く
話
を
聞
く
こ
と
に
。

す
る
と
、
生
活
保
護
の
基
準
以

下
の
世
帯
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

　「
医
療
費
の
支
払
い
が
滞
っ

た
こ
と
の
な
い
患
者
さ
ん
で

す
。
生
活
保
護
制
度
に
つ
な
が

り
、
検
査
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
医
療
が
生
活
に
与

　「
地
域
住
民
の
医
療
を
受

け
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め

に
、
医
療
機
関
の
維
持
存
続

へ
の
支
援
を
求
め
る
請
願
署

名
」
は
２
，２
２
２
筆
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
憲
法
25
条
で
保
障
さ
れ
た

医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
権
は
、

国
の
大
き
な
責
任
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
物
価
高
騰
な
ど
を

背
景
に
、
多
く
の
医
療
機
関

は
過
去
最
大
規
模
の
経
営
危

機
に
直
面
し
、「
医
療
崩
壊
」

が
現
実
に
な
り
か
ね
な
い
状

況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
署
名

に
込
め
ら
れ
た
重
い
声
を
国

会
に
届
け
、
医
療
機
関
が
健

全
な
経
営
を
維
持
し
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
を
強
く
求
め
て
い
き

ま
す
。

　「
介
護
改
善
請
願
署
名
２

０
２
５
」
も
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
得
て
、
１
，１
８
０

筆
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
全
国
の
民
医
連
の
事
業
所

や
友
の
会
も
こ
の
署
名
に
取

り
組
み
、
昨
年
11
月
20
日
に

は
９
万
２
２
６
３
筆
を
国
会

に
一
次
提
出
し
ま
し
た
。
厚

生
労
働
省
は
翌
月
、「
利
用

料
２
割
負
担
の
対
象
拡
大
」

と
「
要
介
護
１
、
２
の
生
活

援
助
サ
ー
ビ
ス
の
市
町
村
移

行
」
の
年
度
内
の
決
定
を
見

送
り
ま
し
た
。
署
名
な
ど
を

通
し
て
改
悪
案
の
撤
回
を
訴

え
て
き
た
運
動
の
成
果
で

す
。

　
厚
労
省
は
「
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
有
料
化
」
も
提
案
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
改
悪
案
の

撤
回
を
訴
え
、
み
な
さ
ま
と

共
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
中
野
・
杉
並
健
康
友
の
会
、
中
野
共
立
健
康
友
の
会
会
長
の
植
木
紘
二
さ
ん
が
２
月

11
日
、
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
健
友
会
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
医
療
を
守
る

介
護
を
守
る

え
る
影
響
も
、
し
っ
か
り
聞
い

て
受
け
止
め
、
患
者
さ
ん
に
寄

り
添
い
、
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
世
代
を
問
わ
ず
孤
独
や
貧
困

が
広
が
る
中
で
、
ど
の
よ
う
な

医
療
活
動
に
取
り
組
む
か―

―

。
医
療
費
や
年
金
な
ど
高
齢

者
の
社
会
保
障
を
取
り
上
げ
、

若
い
世
代
と
の
対
立
や
分
断
を

扇
動
す
る
昨
今
の
議
論
を
問
題

視
し
ま
し
た
。

　「
貧
困
や
格
差
の
問
題
を
覆

い
隠
さ
な
い
議
論
が
必
要
。
分

断
や
排
除
の
な
い
社
会
を
一
緒

に
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

訃報 　
民
医
連
の
２
つ
の
署
名
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
友
の
会
の
み
な
さ
ま
を
は
じ

め
、
お
一
人
お
ひ
と
り
の
温
か
い
ご
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
地
域
医
療
と
介
護
を
守
る
取
り
組
み
へ
の
ご
協
力

を
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
署

名
到
達
数
は
一
月
末
現
在
）

分断や排除のない社会を分断や排除のない社会を 新春のつどい

地
域
の
医
療
と
介
護
を
守
る
署
名

介
護
福
祉
事
業
部
長

　大
出
珠
江

お
礼
と
ご
報
告

山本英司院長

伊藤浩一理事長
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